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被爆８０年記念事業
「80ACTIONS-平和のために

できる80のこと」
　

被
爆
80
年
の
今
年
、よ
り
多
く
の
方
が
平
和
の
た
め

の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
せ
る
よ
う
に
、平
和
の
た
め
に
で

き
る
こ
と
を
5
月
21
日
〜
8
月
9
日
ま
で
の
80
日
間
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
毎
日
投
稿
し
ま
し
た
。

　

平
和
に
関
す
る
様
々
な
ア
ク
シ
ョ
ン
、イ
ベ
ン
ト
、被
爆
証
言
な
ど

毎
日
紹
介
し
て
い
く
う
ち
に
フ
ォ
ロ
ワ
ー
も
増
え
続
け
、最
後
に
は

1
，1
0
0
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

8
月
9
日
、80
回
目
の
投
稿
は
平
和
祈
念
式
典
で
の
平
和
宣
言
。

宣
言
に
も
あ
っ
た「
永
遠
に『
長
崎
を
最
後
の
被
爆
地
に
』す
る
た
め

に
」、小
さ
く
て
も
で
き
る
こ

と
を
見
つ
け
、ア
ク
シ
ョ
ン
を

積
み
重
ね
て
い
き
ま
し
ょ
う

と
締
め
括
り
ま
し
た
。

　

こ
の
80
回
の
投
稿
は
、長

崎
平
和
推
進
協
会
の
イ
ン
ス

タ
グ
ラ
ム
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

被爆80周年 長崎原爆犠牲者慰霊 平和祈念式典
　

長
崎
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら
80

年
の
節
目
を
迎
え
た
今
年
の
平
和
祈
念

式
典
に
は
、石
破
茂
総
理
大
臣
を
は
じ
め

94
の
国・地
域
か
ら
の
代
表
を
含
む
約
２
，

６
０
０
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
こ
の
１
年
間
に
亡
く
な
っ
た

３
，１
６
７
人
の
被
爆
者
の
名
前
が
記
さ

れ
た
新
た
な
原
爆
死
没
者
名
簿
が
奉
安

さ
れ
ま
し
た
。

　

平
和
宣
言
の
中
で
鈴
木
史
朗・長
崎
市

長
は「『
武
力
に
は
武
力
を
』の
争
い
を
今

す
ぐ
や
め
て
く
だ
さ
い
。対
立
と
分
断
の

写真提供：長崎市

被爆８０年記念事業

被爆者 山口仙二 魂の軌跡
「ノーモア・ヒバクシャ」

　

８
月
31
日
、原
爆
資
料
館
ホ
ー
ル
で
、被

爆
者・山
口
仙
二
さ
ん
の
半
生
を
題
材
と
し

た
朗
読
劇「
ノ
ー
モ
ア・ヒ
バ
ク
シ
ャ
」が
上

演
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
崎
平
和
推
進
協
会
音
楽
部
会
を
中
心

に
朗
読
と
音
楽
を
融
合
し
た
舞
台
で
、

1
0
0
人
を
超
え
る
多
く
の
方
が
来
場
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

1
9
8
2
年
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ

た
第
2
回
国
連
軍
縮
特
別
総
会
に
被
爆
者

代
表
と
し
て
初
め
て
参
加
し
、国
内
外
に

向
か
っ
て
反
核
と
被
爆
者
援
護
を
訴
え
続

け
た
山
口
仙
二
さ
ん
。作
品
に
は
山
口
仙
二

さ
ん
の「
核
兵
器
廃
絶
」
を
広
く
訴
え
て
い
く
姿
が
描
か
れ
て
お

り
、来
場
者
の
皆
さ
ん
の
心
に
も
響
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

悪
循
環
で
、各
地
で
紛
争
が
激
化
し
て
い

ま
す
。こ
の
ま
ま
で
は
、核
戦
争
に
突
き

進
ん
で
し
ま
う
―
―
」と
強
い
口
調
で
訴

え
ま
し
た
。そ
し
て
日
本
原
水
爆
被
害
者

団
体
協
議
会（
被
団
協
）の
代
表
委
員

だ
っ
た
山
口
仙
二
さ
ん
の
国
連
で
の

「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」の
演
説
を
引

用
し
、「
長
崎
が
最
後
の
被
爆
地
で
あ
り

続
け
る
た
め
尽
力
す
る
」と
決
意
表
明
し

ま
し
た
。

　

被
爆
者
代
表
で
横
浜
市
在
住
の
西
岡

洋
さ
ん（
93
）は「
平
和
へ
の
誓
い
」の
中

で
、県
立
長
崎
中
学
校
の
生
徒
だ
っ
た
被

爆
当
時
の
体
験
を
語
る
と
と
も
に
、「
核

兵
器
を
使
っ
た
ら
全
て
が
お
し
ま
い
に
な

る
」と
し
て
核
兵
器
の
使
用
禁
止
を
訴
え

ま
し
た
。

　

式
の
終
盤
、原
爆
に
よ
り
大
き
な
被
害

を
受
け
た
城
山
小
学
校
と
山
里
小
学
校

の
児
童
あ
わ
せ
て
約
１
０
０
人
が
、福
山

雅
治
さ
ん
作
詞
作
曲
の「
ク
ス
ノ
キ
」を

初
め
て
合
同
で
合
唱
し
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
は
４
年
に
一
度
の「
平
和

首
長
会
議
」の
総
会
が
８
日
～
１０
日
に

長
崎
市
で
開
催
さ
れ
、世
界
各
地
か
ら

約
２
３
０
人
が
参
加
。核
廃
絶
を
目
指

し
て
都
市
間
の
連
帯
を
強
化
す
る
と
し

た「
ナ
ガ
サ
キ
ア
ピ
ー
ル
」
を
採
択
、平

和
祈
念
式
典
に
も
参
列
し
ま
し
た
。
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長崎市立図書館で原爆写真展  約２千人の市民が来場
　

長
崎
平
和
推
進
協
会
写
真
資
料
調

査
部
会
が
、不
動
技
研
な
が
さ
き
市

立
図
書
館
多
目
的
ホ
ー
ル
を
会
場
に
、

７
月
23
日
～
８
月
４
日
の
日
程
で「
被

爆
80
年
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真
展
」を

開
催
し
ま
し
た
。今
回
は
実
物
大
に

拡
大
し
た
フ
ァ
ッ
ト
マ
ン（
長
崎
原
爆
）

の
写
真
な
ど
約
60
点
を
展
示
。こ
の

う
ち
、毎
日
新
聞
写
真
部
員
だ
っ
た
早

川
弘
さ
ん
が
１
９
４
５
年
８
月
下
旬

か
ら
９
月
上
旬
に
撮
影
し
た
写
真
８

枚
が
初
公
開
さ
れ
ま
し
た
。長
崎
市

中
心
部
で
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、親
子
連
れ
な
ど
２
，０
０
０
人
近

く
が
訪
れ
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。

　

今
回
の
特
徴
の
１
つ
は「
写
真
展

ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
皆
さ
ん
に

協
力
し
て
も
ら
っ
た
こ
と
で
し
た
。事

前
研
修
に
よ
り
原
爆
被
災
写
真
に
つ

い
て
の
知
識
を
身
に
つ
け
た
小
学
校

高
学
年
～
大
学
生
の
約
60
人
が
、来

場
者
に
展
示
写
真
の
解
説
を
行
う

「
ガ
イ
ド
役
」
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。来
場
者
か
ら
は「
子
供
た
ち
が

写
真
に
つ
い
て
よ
く
勉
強
し
て
い
て

感
心
し
た
」「
こ
れ
ま
で
見
た
こ
と
が

あ
る
写
真
で
も
、解
説
を
聞
い
て
初

め
て
知
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
っ
た
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
好
評
で
し
た
。

　

ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
そ
の
後

も
原
爆
被
災
写
真
に
つ
い
て
の
学
習

を
続
け
、８
月
24
日
～
９
月
21
日
に

自
分
た
ち
が
選
ん
だ
写
真
を
展
示
す

る「
企
画
展
」を
実
施
、被
爆
の
実
相

を
後
世
に
伝
え
る
新
た
な
手
段
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

撮
影
：
草
野
優
介

ＩＣＵの学生も写真展のガイド役に
　

当
協
会
で
は
今
年
も
国

際
基
督
教
大
学（
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）

の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム「
サ
ー

ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
」を
受
け

入
れ
、３
人
の
学
生
が
派
遣

さ
れ
ま
し
た
。原
爆
資
料
館

の
見
学
や
被
爆
遺
構
め
ぐ

り
、被
爆
体
験
の
聴
講
な
ど

を
通
し
て
原
爆
被
爆
の
実

相
を
学
ぶ
と
と
も
に
、長
崎

大
学
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｎ
Ａ
の
講
義
受

講
な
ど
を
通
し
て
核
兵
器

の
問
題
に
つ
い
て
学
び
ま
し

た
。ま
た
、ユ
ー
ス
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
一
員
と
し
て
研
修

を
受
け
、市
立
図
書
館
で
の

写
真
展
で
は
来
場
者
に
被

災
写
真
に
つ
い
て
解
説
し

ま
し
た
。

大
石
芳
野
写
真
展

「
戦
禍
を
こ
え
て

�

～
長
崎
の
痕
／
戦
禍
の
記
憶
～
」

　

被
爆
80
年
記
念
事
業
と
し
て
9
月
15
日
～
25
日
、

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
写
真
家・大
石
芳
野
さ
ん
の
作
品

を
集
め
た
写
真
展
を
国
立
長
崎
原
爆
死
没
者
追
悼
平

和
祈
念
館
で
開
催
し
ま
し
た
。大
石
さ
ん
は
ベ
ト
ナ
ム

戦
争
の
惨
禍
に
見
舞
わ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム・ラ
オ
ス・カ
ン

ボ
ジ
ア
や
、宗
教
・
民
族
の
対
立
か
ら
紛
争
が
絶
え
な

い
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン・コ
ソ
ボ・ス
ー
ダ
ン
な
ど
戦
禍
に

暮
ら
す
子
供
た
ち
の
姿
を
撮
影
し
て
き
ま
し
た
。

　

長
崎
の
被
爆
者
と
も
交
流
が
深
く
、6
年
前
に
は

約
1
3
0
人
の
被
爆
者
を
撮
影
し
た
写
真
集「
長
崎

の
痕（
き
ず
あ
と
）」を
出
版
し
ま
し
た
。会
場
に
は
被

爆
者
の
写
真
を
中
心
に
61
点
を
展
示
。被
写
体
と

な
っ
た
被
爆
者
が
会
場
を
訪
れ
、大
石
さ
ん
と
撮
影
当

時
を
懐
か
し
む
姿
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
期
初
日
は
会
場
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を

行
い
、大
石
さ
ん
が
来
賓
ら
に
展
示
さ
れ
て
い
る
作
品

の
背
景
や
撮
影
時
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
ま
し
た
。ま
た
原
爆
資
料
館
ホ
ー
ル
で
は
記
念
講
演

会
を
開
催
し
、大
石
さ
ん
と
被
爆
者
で
医
師
の
朝
長
万

左
男
さ
ん
と
の
対
談
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

撮
影
：
草
野
優
介

被爆者・丸田和男さんから当時の話を聞くICUの学生3人
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青少年ピースフォーラム
　8月8日～9日、青少年ピースフォーラムを開催しました。
　このフォーラムでは青少年ピースボランティアが中心となって、全国の自治
体や米国セントポール市からの参加者約360人と2日間、被爆の実相や平和の
尊さについて学びます。
　1日目は長崎市平和会館で三瀬清一朗さんの被爆体験を聞いた後、原爆資
料館周辺の被爆遺構を巡るフィールドワークや戦時中の疑似体験など、コース
に分かれて学習を行いました。
　2日目の午前中、自治体からの参加者は平和祈念式典や長崎市立中学校での平和集会に参加し、午後は出島メッセ
長崎で意見交換を行いました。今年度はテーマを変更し、「違うってどういうこと？違うって悪いこと？」について話し合
いました。新しいテーマに、青少年ピースボランティアは進行など苦戦していた様子も見えましたが、6月から練習を重
ねてきたこともあり、無事にまとめることができたようです。最後には各班でメッセージを書いた台紙を貼り合わせ、「平
和には無限の可能性がある」との思いを込めたピースアートを完成させました。
　また今年度は100歳となったマレーシア元首相、マハティール・ビン・モハメド氏による特別講演も実施。第一次世界
大戦から第二次世界大戦、マレーシアと日本の関わり、現在の世界情勢など幅広くお話しいただき、「他国から見た戦
争」や「日本の加害の歴史」なども知ることができました。またピースアートにもメッセージをいただきました。
　参加者からは「被爆者から話を聞くことで、心が伝わってきた」、「意見交換のテーマは各国で争いが起きる原因を根
本的に見つめていて、戦争が起こる理由、私たちにできることを考えることができた」、「特別講演で、日本からではな
く、海外から見た日本、戦況を知ることができてよかった」などたくさんの感想が寄せられました。

（青少年ピースフォーラムは、長崎市からの受託事業です）

核兵器禁止条約フォーラム
　日本が核兵器禁止条約に参加する道筋を考える「核兵器禁止条約フォーラム」が８月
７日、追悼平和祈念館で開かれました。去年に続き２回目の開催で、「核兵器をなくす日
本キャンペーン」が主催し、「核抑止」依存からの脱却に向けた課題を、国際関係や安全
保障の専門家が議論しました。（共催：長崎平和推進協会）
　基調講演では、条約の成立に尽力したアレクサンダー・クメントさん
（オーストリア外交官）が、「これまで一歩間違えれば核戦争につな
がっていたケースが数多くあり、『核抑止』がうまく機能するというの
は、あやふやで脆弱な仮説。未来も核が使われない保証はなく、安
全保障の解決策にはならない」と指摘。核が使われた場合の紛争当
事国にとどまらない環境や社会への影響を考えれば、「核兵器禁止
条約は科学的知見に基づいて作られた、人類の安全を守るために
必要な条約」と訴えました。

核抑止依存からの脱却など論議

4PEACE WING NAGASAKI 



高松市（香川県）・鹿児島市（鹿児島県）で開催
県外原爆・平和展
　7月から8月にかけて、2つの自治体で「県外原爆・平和
展」を開催しました。
　長崎原爆資料館所蔵の被災資料や写真パネルをはじ
め、証言映像や体験記など、令和元年度に当協会が本事業を受託して以降、最も多い資料数
を展示しました。
　また、写真資料調査部会員による展示解説や継承部会員による被爆体験講話会も開催
し、多くの方にご来場いただきました。
　高松市の講話会では、広島で被爆された方と当協会継承部会の堀田武弘副部会長のお
二人が登壇し、それぞれの体験をお話ししました。来場者からは、「具体的な被爆の悲惨さを
聞いて、心深く戦争は絶対してはいけないと思った」「“平和が一番、命が一番”という言葉に
感銘を受けました。戦争を知らない我々世代が受け継ぐことが大切だと感じた」という声をい
ただきました。特に高松市在住の方からは、「あまり見聞する機会のない長崎原爆の実相を
知る貴重な機会になった」との感想をいただき、様々な地域で展示を開催する意義を再確認
できました。
　鹿児島市では、長崎原爆に関する展示だけでなく、昭和館（東京都）の収蔵資料や鹿児島
市民からの寄贈資料などを中心とした「鹿児島市の戦災と復興資料・写真展」も同時開催。戦
時中の暮らしや、当時の鹿児島市の状況、資料を寄贈された方々の平和への思いなども感じられる展示になりました。
　オープニングセレモニーには、写真資料調査部会の松田斉部会長が出席し、鹿児島市長をはじめ多くの市民の方々
に解説しました。また、継承部会の八木道子部
会長による被爆体験講話を２日間にわたって開
催し、両日とも親子連れの聴講者が目立ちまし
た。講話終了後にもたくさんお声がけいただき、
世代を超えた「継承」の機会となりました。

開催場所 会期 会場

香川県高松市 7/24 ～ 8/15 瓦町FLAG 8階
アートステーション ギャラリー

鹿児島県鹿児島市 8/11～ 8/17 中央公民館　ホール

平和学習発表会
　8月20日、長崎市平和会館で「平和学習発表会」を実施しました。こ
の発表会は平成18年度から実施しており、長崎市内の中学生が、日
頃取り組んでいる平和学習の成果などを発表します。お互いの活動を
知ることで、さらに活動を発展させる機会となっています。
　今回は26校73人の中学生が参加し、グループに分かれて自分たち
が取り組んできた活動を紹介しました。全員の発表後には、取り組みを
聞きながら書いたメモを発表者にそれぞれ渡し、取り組みに対しての
感想や発表を聞いて感じたことなどを伝えました。お互いに感想を言
い合うことで、ちゃんと伝わったということが分かるためか、発表後には自然と拍手が起こっていました。
　参加者からは「他校でやっている活動で、自分たちもやってみたいと思うことができた」、「色々な平和の形があると
感じた」などの感想が聞かれました。
　青少年ピースボランティアが進行などを担当し、会の最後には活動紹介を行いました。“高校生になったら、このよう
な活動ができる”と感じた参加者が、今後、登録してくれればと思います。

（平和学習発表会は、長崎市からの受託事業です）

（県外原爆・平和展は、長崎市からの受託事業です）
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追
悼
平
和
祈
念
館
で
は
８
月
７
日
か
ら
９

月
３０
日
ま
で
長
崎
出
身
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

伊
藤
明
彦
氏
の
活
動
に
つ
い
て
ス
ポ
ッ
ト
を

あ
て
た「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
伊
藤
明
彦　

特

別
展
」を
開
催
し
ま
し
た
。特
別
展
で
は
、伊

藤
明
彦
氏
が
人
生
を
か
け
て
取
り
組
ん
だ

「
被
爆
者
の
声
の
収
録
」活
動
を
紹
介
し
ま
し

た
。伊
藤
明
彦
氏
は
、全
国
の
被
爆
者
お
よ
そ

２
︐０
０
０
人
を
訪
問
し
、１
︐０
０
０
人
あ
ま

り
の「
声
」を
収
録
し
ま
し
た
。特
別
展
で
は
、

そ
の
際
使
用
さ
れ
た
録
音
機
や
オ
ー
プ
ン
リ

ー
ル
テ
ー
プ
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、録
音
さ

れ
た
証
言
音
声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
る
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。ま
た
、パ
ネ
ル
で
は
収

録
を
約
半
数
の
方
に
断
ら
れ
た
メ
モ「
断
ら

れ
た
人
の
こ
と
」等
も
展
示
し
ま
し
た
。

ジャーナリスト伊藤明彦　特別展

秋月平和賞に被爆者４団体
ながさき平和大集会で表彰

　

核
兵
器
廃
絶
を
目
指
す
市
民
が
集
う「
な
が

き
平
和
大
集
会
」が
７
月
13
日
、原
爆
資
料
館
ホ

ー
ル
で
開
か
れ
、長
崎
の
被
爆
者
４
団
体
に「
秋

月
平
和
賞
」が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
和
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
や
団
体
を

表
彰
す
る「
秋
月
平
和
賞
」を
受
賞
し
た
の
は
、

長
崎
原
爆
被
災
者
協
議
会
、長
崎
原
爆
遺
族
会
、

長
崎
県
被
爆
者
手
帳
友
の
会
、長
崎
県
平
和
運

動
セ
ン
タ
ー
被
爆
者
連
絡
協
議
会
で
す
。

　

４
つ
の
団
体
は
、全
て
の
国・地
域
に
核
兵
器

禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
求
め
た「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
国

際
署
名
」を
行
う
な
ど
、核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る

国
際
世
論
に
大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

　

市
民
ら
約
1
3
0
人
が
参
加
し
、平
和
の
た
め

に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

被爆者の思いを歌声にのせて
第４０回長崎平和音楽祭

　

今
年
で
40
回
目
を
迎
え
た「
長
崎
平
和
音
楽

祭
」が
７
月
６
日
、長
崎
市
平
和
会
館
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
太
平
洋
戦
争
時
に
長
崎-

上
海
航

路
に
就
役
し
て
い
た
貨
客
船「
長
崎
丸
」が
、長

崎
港
を
目
前
に
機
雷
に
接
触
し
沈
没
し
た
史
実

を
も
と
に
作
ら
れ
た
歌
劇「
上
海
か
ら
汽
笛
が

聞
こ
え
る
」が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。劇
中
で
は
当

時
の
上
海
で
盛
ん
だ
っ
た
ジ
ャ
ズ
が
何
曲
も
生

演
奏
で
流
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
は「
被
爆
者
の
思
い
を
歌
声
に
の
せ

て
」を
テ
ー
マ
に
、故・渡
辺
千
恵
子
さ
ん
の
半
生

を
合
唱
と
語
り
で
構
成
し
た
組
曲「
平
和
の
旅

へ
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。舞
台
上
に
は
市
民
合

唱
団
80
人
余
が
並
び
、反
核
平
和
を
願
う
歌
声

が
会
場
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　
８
月
24
日
、被
爆
80
年
記
念
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

小
学
生
を
対
象
と
し
た「
見
よ
う・聞
こ
う・考

え
よ
う
ｉｎ
追
悼
平
和
祈
念
館
」を
実
施
し
、小

学
生
と
保
護
者
あ
わ
せ
て
28
人
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ク
イ
ズ
に
答
え
な
が
ら
楽
し
く
学
べ
る
祈
念

館
の
平
和
学
習
ノ
ー
ト
を
手
に
、ス
タ
ッ
フ
の
説

明
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
、答
え
を
考
え
た
り
探

し
な
が
ら
祈
念
館
を
探
検
し
ま
し
た
。ま
た
、ユ

ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
原
爆
写
真
展
の
説

明
を
聞
い
た
り
、平
和
の
願
い
を
込
め
た
手
作

り
缶
バ
ッ
ヂ
作
り
も
行
い
ま
し
た
。最
後
は
、館

長
か
ら
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

被
爆
者
の
思
い
に
会
え
る
場
所
で
あ
る
こ
と

を
、子
ど
も
た
ち
に
知
っ
て
も
ら
う
よ
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

追悼平和祈念館　小学生館内ツアー
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会員の広場
「
平
和
の
バ
ト
ン

　
長
崎
か
ら
世
界
へ
、世
界
か
ら
長
崎
へ
」

　
国
際
交
流
部
会
で
は
、被
爆
者
や
長
崎

在
住
の
外
国
人
の
方
を
お
招
き
し
て
、毎

月「
国
際
交
流
の
つ
ど
い
」を
開
催
し
て

お
り
ま
す
。

　
「
つ
ど
い
」に
参
加
し
て
、被
爆
者
か
ら

直
接
被
爆
体
験
を
英
語
で
聞
き
、心
を
動

か
さ
れ
、子
ど
も
向
け
の
絵
本
を
制
作
・

出
版
し
た
ア
メ
リ
カ
人
留
学
生
や
、４
か

月
余
を
か
け
千
羽
鶴
を
折
っ
た
フ
ラ
ン

ス
人
留
学
生
も
い
ま
し
た
。若
い
彼
ら
を

突
き
動
か
し
た
の
は
、平
和
へ
の
願
い
が

生
ま
れ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

部
会
員
た
ち
も
、「
戦
争
の
な
い
祖
国

へ
帰
り
た
い
」（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）、「
法
に
守

ら
れ
自
由
に
暮
ら
し
た
い
」（
ミ
ャ
ン

マ
ー
）、「
偽
り
の
平
和
よ
り
正
義
の
た
め

の
戦
い
を
」（
シ
リ
ア
）と
い
う
講
話
者
の

言
葉
に
触
れ
、胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

世
界
に
は
想
像
を
は
る
か
に
超
え
る
苦

難
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
、自
ら
の
暮

ら
し
を
深
く
考
え
る
契
機
と
も
な
り
ま

し
た
。

　
平
和
へ
の
願
い
は
人
や
国
に
よ
り
異
な

り
ま
す
が
、一
人
ひ
と
り
が
描
く
平
和

に
、無
理
な
く
継
続
的
に
取
り
組
む
こ
と

が
重
要
で
す
。多
く
の
皆
さ
ま
に「
つ
ど

い
」に
ご
参
加
い
た
だ
き
、平
和
の
バ
ト
ン

を
つ
な
い
で
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
国
際
交
流
部
会
長　
白
石
克
文

NO. 34

被爆８０年記念事業は秋も続きます！
平和と音楽の調べ

長崎ピース交響詩
～音楽が奏でる愛の４楽章～

10/12（日）	 第1楽章　愛と平和を歌で奏でる

10/26（日）	 第2楽章　�長崎の若きアーティストが
奏でるピースアンサンブル

11/2（日）	 第3楽章　言葉と音楽で平和を奏でる

11/9（日）	 第4楽章　�愛と希望を音楽で奏でる
フィナーレ

原爆資料館ホール　15時開演

原爆死没者名簿筆耕
森田孝子大書道展

　被爆者の言葉に込められた
悲痛な叫びを書にしたためて
展示し、書道を通して平和につ
いて考えてもらう。

１０/１８（土）～１０/２６（日）
追悼平和祈念館・
交流ラウンジ（Ｂ２Ｆ）

国連軍縮週間行事 市民のつどい
　ステージイベントや平
和に関連する様々なブー
スをつくり市民に参加し
てもらい、平和の大切さ
について考えてもらう。

１０/２５（土）１０：３０～１４：００　※雨天決行
原爆資料館前階段下広場・平和学習室

フォトジャーナリスト
安田菜津紀 平和講演会

　混迷する世界情勢や日本被団
協のノーベル平和賞受賞を受け、
戦争のない平和な世界の構築を
テーマにした講演会。

１１/１６（日）１３：００～１５：００
原爆資料館ホール

ピーター・タウンゼントＤＡＹ
映画と朗読・音楽で紡ぐ平和への想い

　「ナガサキの郵便配達組曲」の演奏・朗読とともに、映
画「長崎の郵便配達」を上映。ピーター氏の長女イザベ
ル・タウンゼント氏による
トークイベントも。
１１/２２（土）１３：００～１７：００
原爆資料館ホール

入場無料

参加無料

入場無料

入場無料入場無料

7 PEACE WING NAGASAKI 



令
和
7
年
9
月
30
日
発
行

本
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

へいわトピックスTOPICS！

（公財）長崎平和推進協会　　　〒852-8117 長崎市平野町7-8　☎095-844-9922　　095-844-9961

◎
維
持
会
員
 

１
、１
０
９
名

◎
賛
助
会
員
 

１
８
４
名

◎
学
生
会
員
 

１
１
１
名

令
和
7
年
８
月
31
日
現
在

会
員
数
報
告

　
賛
助
会
員（
団
体・法
人
）の
一
覧
は
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
ご
支
援・ご
協
力
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

会
員
拡
大
に
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
寄
附
は
、平
和
推
進
事

業
の
貴
重
な
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。ぜ
ひ
当
協
会
に
ご
寄
附
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●（
株
）ひ
ろ
た
か
 

十
二
万
円

●
福
岡
県
議
会
民
主
県
政
県
議
団
 
三
万
円

●
北
野
健
一
郎
 

二
万
円

●
小
川
貴
尋
　
 

一
万
円

●（
株
）弘
進
テ
ッ
ク
 

一
万
円

●
庄
司
理
佳
 

一
万
円

●
橋
本
里
枝
 

一
万
円

●
山
中
弘
幸
 

一
万
円

●
杉
浦
主
依
 

五
千
円

●
L
I
B
E
R
E
A
L
ス
ガ
ワ
ラ
ユ
キ
ト
 
五
千
円

●
柴
田
真
優
 

二
千
円

●
竹
下
淳
也
 

千
円

●
江
頭
洋
子
 

五
三
◯
円

●
相
澤
美
智
子
 

五
◯
◯
円

●
河
村
亮
 

一
五
◯
円

●
匿
名（
８
件
） 一
二
三
万
六
、七
五
四
円

（
敬
称
略
）

寄
附
者
紹
介

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
当
協
会
の
活
動
は
皆
様
の
会
費
に
支
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
お
支
払
い
い
た
だ
い
た
会
費
は
、源
泉
所

得
税
の
税
額
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。詳

し
く
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
令
和
7
年
6
月
〜
8
月
分
）

被爆80年体験記企画展「あの日 命をつなぐために ～被爆体験記で伝える救援と救護」
　長崎の町に一発の原子爆弾が投下され、惨禍がもたらされたその大きな混乱の中
で、負傷者を迅速に安全な地域へ搬送した人たち、また不眠不休で懸命に救護にあ
たった人たちがいます。今回はその方々が残した体験記や資料をとおして、被爆の実
相と平和への思い、命の尊さを伝えます。ぜひご来場ください。
期間　令和7年11月23日（日）～令和8年1月31日（土）＜12月29日～31日は休館＞
場所　国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館 地下 2階 交流ラウンジ（入場無料）

天皇ご一家 原爆資料館を訪問
　天皇、皇后両陛下と愛子さまが９月１２日、長
崎原爆資料館を訪問されました。戦後８０年の
戦没者慰霊の一環で、天皇ご一家は爆心地公
園で原爆落下中心地碑に花を供え犠牲者を慰
霊したあと資料館を訪れました。被爆の実相を
伝える展示品を見学したほか、当協会の理事で
長崎原爆被災者協議会の田中重光会長や、同じく理事で長崎原爆遺族会の本田魂会長ら被爆者と懇談しました。また、
交流証言者として被爆者の体験を語り継ぐ活動をしている長崎純心大学３年の松山咲さん、青少年ピースボランティアの
一員で被爆遺構ガイドなどの活動をしている長崎大学２年の濱田尚平さんとも懇談し、若者らを励まされました。

写真提供　長崎市

所
蔵
：
長
崎
原
爆
資
料
館

制
作
：
寺
井
邦
人

　

海外原爆展ピースラーニングプログラム
　追悼平和祈念館では7月13日～17日に「海外原爆展ピースラーニングプロ
グラム」を実施しました。今年10月に海外原爆展を初開催するスコットランド・ス
ターリング大学から3人を招き、さらに当協会が受け入れたICUのサービスラー
ニング受講生3人も一緒にガイド研修を行いました。長崎大学の高村昇教授に
よる原爆後障害の講義、松本美都恵さんによる被爆体験講話、松田斉写真資料調査部会長による原爆写真研修など幅広
い学びの機会を提供し、最終日の成果発表会で参加者は母国で被爆の実相と被爆者の思いを発信することを決意しました。

世界の現役核弾頭の数（令和6年度より「全保有核弾頭数」から「現役核弾頭数」表示に変更）
ロシア 米　国 中　国 フランス 英　国 インド パキスタン イスラエル 北朝鮮 合計

2025年
6月1日 4,310 3,700 600 290 225 180 170 90 50 9,615

情報提供：長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）　https://WWW.recna.nagasaki-u.ac.jp/
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